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HW-ＡＱ006-2022 

優良木質建材等認証委員会運営要領 

１ 趣旨 

この要領は、優良木質建材等認証規程（HW-ＡＱ001）（以下「認証規程」という。）第11条第

１項の規定に基づき設置する優良木質建材等認証規格委員会（以下「規格委員会」という。）及び

優良木質建材等認証審査委員会（以下「審査委員会」という。）の運営に関して、必要な事項を定

めるものである。 

 

２ 規格委員会 

２．１ 規格委員会の役割と構成 

(1) 委員会はセンターの諮問に基づき、以下の事項について審議し、その結果を理事長に答申

するものとする。 

① 規程類の制定又は改廃等、認証制度に関する事項 

② 認証対象品目及び品質性能評価基準の制定又は改廃に関する事項 

(2) 委員会の常任委員の定数はそれぞれ１５名以内とし、学識経験者、製造者及び消費者等の

中から理事長が人選し、委嘱するものとする。 

(3) 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

(4) 委員は、再任できるものとする。 

２．２ 規格委員会の運営 

(1) 委員会の開催はセンターが招集する。 

(2) 委員会は、委員の過半数以上の出席で成立する。 

(3) 委員の互選により委員長を選任するものとし、委員長が委員会の進行を担うものとする。 

(4) 委員長に事故ある時は、あらかじめ委員長に指名された委員がその職務を代理するものと

する。 

 

３ 審査委員会 

３．１ 審査委員会の役割と構成 

(1) 委員会はセンターの諮問に基づき、以下の事項について審議し、その結果を理事長に答申

するものとする。 

①認証規程第３条第３項に規定する申請に係る審査に関する事項 

②審査に関わる技術面からの規格・基準見直し立案に関する事項 

(2) 委員会の常任委員の定数はそれぞれ１５名以内とし、中立的立場にある学識経験者の中か

ら理事長が人選し、委嘱するものとする。 

(3) 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

(4) 委員は、再任できるものとする。 

(5) 理事長は、審査委員の委嘱に当たり、別に定める委員誓約書（様式 ）の提出を求めるも

のとする。 

３．２ 審査委員会の運営 

(1) 委員会の開催はセンターが招集する。 

(2) 委員会は、委員の過半数以上の出席で成立する。 

(3) 委員の互選により委員長を選任するものとし、委員長が委員会の進行を担うものとする。 

(4) 委員長に事故ある時は、あらかじめ委員長に指名された委員がその職務を代理するものと

する。 

(5) 前項(1)①の議題においては、当該案件に利害関係の想定される委員は、審議に参加するこ



2/2 

とはできない。 

 

４ 専門委員 

(1)  規格委員会及び審査委員会においては、２．１の(2)ならびに３．１の(2)に定める定数に

関わらず、専門的事項を審議することが必要な場合、理事長は前項による常任の委員のほか

に、期間を限定して学識経験者等を専門委員として委嘱することができるものとする。 

(2) 専門委員の任期は、当該事案の審議が終了するまでとする。 

 

５ 作業部会 

(1) センターは、規格委員会及び審査委員会において、審議の能率的な推進を図るため、委員

会の了承の下に、専門的技術事項の整理を行うための作業部会を置くことができる。 

(2) 作業部会の委員は、委員会の了承の下に、理事長が委嘱する。 

(3) 作業部会委員の任期は、当該整理事項を委員会に報告するまでの期間とする。 

 

６ 委員会の審議に必要な要領書 

委員会は、公正かつ透明性のある審査を行うため、審議に必要な事項について要領書を作成す

ることができる。 

 

 

制定  平成１６年 ６月１５日 住木技発１６第１１４号 

改正  平成２５年 ４月１６日 住木認発２５第 ３８号 

改正  平成２７年 ６月 ４日 住木認発２７第 ８３号 

改正  平成３０年 ８月２３日 住木認発３０第１３３号 

改正  令和 ４年 ６月 ６日 住木技発第 ６４号 

 


